
 

平成 30年４月総務企画委員会 議事概要 

H30.5.2作成 

 

日  時：平成 30年４月 18日（火） 18：00～19:52 

会  場：建築士会会議室 

出  席： 

（業務執行理事兼委員長）芝 京子 （副委員長）山成 芳直 

（委  員）長田 喜樹、加藤 清、玉野 直美、沼田 有二、畠 宏好、村島 正章、 

八重野みどり 

 

オブザーバー：須藤専務理事 金子川崎支部長 

 

＜確 認 事 項＞ 

 １ 前回(3/20)議事録の確認【資料１】 

  ・異議なく承認 

＜協 議 事 項＞ 

１ 建築士会のあり方について～会員増強の取組状況と本会を取り巻く課題について【資料

２】 

 ・専務理事より平成 30 年度の重点事業案について再度説明を行ったのち、30 年度以降の
課題の一つとして、委員会再編の方向について提案。 

（質疑） 

 (委員長)・重点事業に取り上げられている「既存住宅のインスペクション」業務だが、業
務に対する需要には、現在想定されている現実の売買時の重要事項説明から派生する調
査需要だけでなく、それ以前の「既存住宅の改修の要否や費用のあたりをつける」とい
った、売買には直接かかわらない動機による依頼も出てきそうな気がする。 

 (委員)・たしかに、かって国土法により土地売買時の届出と価格の適正さの審議手続きが
課せられたとき、現実の売買は行わないのに「価格のあたりをつける」ためのダミーの
届出が少なからず発生したように記憶。既存住宅状況調査についても、そうした変則的
な需要が生じるかもしれない。 

 (委員)・委員会再編の方向だが、教育講習委員会と CPD専攻建築士制度委員会の調整はか
なり難しいと実感。統合はたしかに望ましいが、教育講習委員会だけではなく、士会全
体が協調しながら様々な講習会を展開する形にならないと、混乱は残ると思う。 

 

２ 平成 30年度総務企画委員会の審議・検討スケジュールについて【資料３】 

 ・委員より年間の審議・検討スケジュール案について説明。 

(質疑) 

(副委員長)・10月の予定となっている「横浜港」をテーマとした賛助会講習会だが、来週
港湾局を訪れて具体的な打ち合わせを進めることになっている。 

(委員長)・賛助会員社が施工することとなった箱根の歴史的建造物の耐震改修工事だが、
同社出身の委員と見学会の実施について打ち合わせていく予定。ただし、時期は平成 31
年度となる見込み。 



 

(委員長)・「建築甲子園」への応募促進はどのようなスケジュールで進めるのか。今回、
工業高校だけでなく普通校へも対象を拡大するわけだが、各校の競争意識をうまく引き
出せれば乗ってもらえると思う。知り合いの女子高に打診したところ脈あり。 

(委員)・普通校から大学建築学科への進学動向については、進路指導の先生方が事情を把
握されているのでは？ そうした情報が取れればありがたい。 

(委員)・今年の建築甲子園の問題点として、連合会が締め切りを１ケ月繰り上げてしまっ
たことがあげられているが、周知自体は早めに進めた方がよいと思う。 

 

３ 活動交流会について【資料４】 

 ・委員から、今後の進め方の案（隔年開催も可。アクティブでない会員へのアピールを主
目的等）を説明。オブザーバーの金子川崎支部長から、H30 年度川崎開催立候補の趣旨
と開催内容の案を説明(講演会＋学生生徒を巻き込んだイベント＋懇親会、時期は 11月
以降で学生等の参加を考えれば土曜等)。 

(質疑) 
 (委員)・川崎以降の展開だが、H31 年度は無理にしても H32 年度は当支部で開催の手を挙

げることも考えている。オリンピックの年でもあるので。 
 (委員)・川崎の案だが、講演会だけでは不十分。各委員会等の報告会的要素が必要。 
 (委員)・初期の「交流会」に参加した時のイメージは、「交流」というより会員の「発表」

意欲に応える場と記憶。 
 (金子支部長)・従来のイメージを一新する意味で名称を変更することも必要ではないか。

「活動」という言葉がわかりにくい。他県の例では「建築士の集い」とのネーミングが
多い。 

 (委員)・何のために開くのか、目的の明確化が必要では？ たとえば委員会活動の活性化
のため、新たなメンバーを募るのであれば、そうした趣旨を。 

 (委員)・いずれにしても、場所は早めに確定して確保しておくべきでは？ 
 (金子支部長)・5月の支部総会で確定させたい。 
 (委員)・支部で決定すれば、士会総会の議案書の中にも事業として位置づけられると思う。 
 

４ 平成３０年度総会の進め方について【資料５】 

 ・長田委員より昨年度総会の開催実績資料を説明。 
(質疑) 
 (委員長)・果実の理事会で会長からも示唆があったが、総会への出席意欲を引き出すため

にも面白い講演等が必要では？ 著名人の後援は無理としても、たとえば建築環境部会
のプレゼンテーションであれば興味を引くかもしれない。 

 (委員)・これから１ケ月余の時間で日程調整(平日午後の開催では仕事との調整困難) 
  や発表準備を進めるのは負担が大きすぎる。H30 年度は無理で、やるとしても H31 年度

の総会からだろう。 
 (専務)・もう少し幅広い活動との抱き合わせが望ましい。 
 (委員)・そういった意味では「街歩き」は人気の高いテーマだと思う。 
 (委員)・開催までにあと 1回、５月委員会があるので引き続き議論したい。 
 

＜報 告 事 項＞ 

１ 入会案内活動結果の詳細について【資料６】 

 ・委員から 4/18までの入会実績を説明 

 ２ その他 

 ・特になし 

＜その他＞ 

 次回以降の委員会等について 

  平成 30年 5月 15日(火) ５月総務企画委員会 18:00～ 

  平成 30年  5月 23日(水) 第 363回理事会 15:00～17:00 

  平成 30年 5月 30日(水) 平成 30年度通常総会 14:00～16:00 

  平成 30年 6月 19日(火) ６月総務企画委員会 18:00～ 


